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その結果，プロポリスは，単回投与により compound 48/80 誘発引っ掻き行動に対して抑
制効果を示した．また，この効果は連続投与することにより増強された．一方，ヒスタミ
ンおよびセロトニン誘発引っ掻き行動に対しては抑制効果を示さなかった．塗布投与した



















その結果，プロポリスは，単回投与により compound 48/80 誘発引っ掻き行動に対して抑
制効果を示した．また，この効果は連続投与することにより増強された．一方，ヒスタミ
ンおよびセロトニン誘発引っ掻き行動に対しては抑制効果を示さなかった．塗布投与した
場合には，プロポリスは，compound 48/80 皮内投与の直前，15 分，30 分および 60 分前の
いずれの塗布時期においても抑制効果を示した．一方，ヒスタミン誘発引っ掻き行動に対
しては，皮内投与の直前に塗布投与した場合には抑制効果を示したが，15 分，30 分および
60 分前に塗布投与した場合では有意な効果は示さなかった．さらに，プロポリスは，能動
感作による鼻アレルギー症状に対して，連続投与することにより有意な抑制効果を示した．
しかし，ヒスタミン誘発鼻アレルギー症状に対しては抑制効果を示さず，能動感作による
血清総 IgE 量の上昇に対しても有意な効果を示さなかった．一方，ラットの腹腔マスト細胞
を用いた試験において，プロポリスは，compound 48/80 および抗原誘発によるヒスタミン
遊離のいずれに対しても抑制効果を示すことが確認された． 
以上，本研究はプロポリスの抗アレルギー作用を発見したことならびにその作用機序がマ
スト細胞からのヒスタミン遊離の抑制によるものであることを見出した点で有意義であり，
博士（薬学）の学位に値すると判断した． 
 
